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まえがき

以下に記すのは、1992年4月にベラウ（パラオ）を訪れたときの記録である。

この旅行には、妻・洋子と娘．'慎子（小5）を同伴した。今回の旅行の主目的がベラウの生活を、
できるだけありのまま観察したいということだったので、そのほうが好都合であると判断したためで
ある。本稿執筆に際しても、同伴者の協力を得た。
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3月30日出発の予定だったのが、エンジンが故障してグアムからの飛行機がやって来ないため欠
航となり、4月1日午後12時30分、沖縄を発った。グアムを経て、同日夜8時前にベラウに着い
た。空港では、大沢チヨ子さん夫妻の出迎えを受けた。今回は民宿に泊まりたかった。前2回訪れた
ときはいずれも、政治的関心が大きかったが、今回は生活を見るというごとに徹底しようと思い、適
当な民宿を大沢さんに探してもらうことにしたのである。大沢さんの夫はベラウのアイライ部落出身
である。89年に初めてベラウにいったときからのつき合いで、90年の夏には沖縄にも夫妻でみえ
たのに、正確な名前を今も知らない。ヨシロウおじさんと我々 は呼んでいるので、ここでもそのよう

に記そう。なお、これは今回初めて知ったことだが、大沢さんは小笠原の父島生まれなのだそうであ
る。戦前ベラウで育ち、戦後、東京に引き揚げた後、またベラウにやって来て住んでいる。

大沢さん夫妻から花輪を首にかけられ、トラックの荷台でその香りをかぎながら、真っ暗な道の中
を進む。空には星が輝いている。まず大沢さん宅に案内された。大沢さんたちは以前は、日本人会事
務所に住んでいたのだが、現在はそこから出て、近くの一軒家に住んでいる。以前から日本人会は看
板が2か所にあり、分裂状態のようだったのが、なぜか、どちらも看板をはずすということになった
模様である。以前大沢さんたちがいたところは､，これからスナックのようなものになるらしく工事中
だった。工事しているのは、ヨシロウおじさんである。おじさんは本職が大工で、このことも今回初
めて知った。

大沢さんたちの新居に着いていきなり話に出たのはゴルフ場建設のことである。日本企業が入って
これからゴルフ場が建設される予定だということで、その土地確保に大沢さんは協力した側らしい。
ベラウではベラウ人しか土地を所有できないから、その協力がいる。続いて、おじさんが言うには、

ここでも海面が上昇しているのだそうである。低い島は沈んで行くのではないか、と。海面上昇のこ

とは日本でもニュースになっているから知ってはいたが、こうして現実のこととして話されると切実
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